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令和３年度と比べて，市民１人１日
当たりのごみ量が減少しました。
総ごみ量は，前年度比1,471トン減

少し60,725トンになり，市民１人１
日当たりの家庭系ごみ排出量は，令和
3年度から11.4グラム減少し，373.0
グラムになりました。
皆様の日頃のご協力に

より，ごみ量は２年連続
で減少しました。感謝い
たします。
引き続き，ごみ減量へ

のご理解・ご協力をお願
いします。

中央道耐震改修工事延長のため，令和６年９月末（予定）まで休館期間を延長いたします。
再開については，市報，ホームページ等でお知らせいたします。

ノートパソコンやスマートフォンなどに使用され
ているリチウムイオン電池などの小型充電式電池
(二次電池)は、破損や変形により発熱や発火する危
険性が高く、取扱いに注意が必要です。
これらが原因の収集運搬や中間処理過程におけ

る発火事故が、全国的にも，調布市内でも発生し
ています。

使用済み小型充電式電池は「一般社団法人JBRC」が
回収を推進しています。

【回収対象の小型充電式電池】
下記リサイクルマークが表示されて

いるもの。

回収ボックス

【市内設置場所一覧】
・市役所2階ごみ対策課窓口
・クリーンセンター
・市内の電器店などの回収協力店

【回収方法】
使用済みの電池の両極にビニールテー

プなどを貼り、絶縁処理をした後，右記
回収ボックスに排出してください。



ごみ減量コラム ～秋のリデュース実践～

～ 市からのおしらせ ～

●促進員施設見学会・意見交換会について
令和５年１２月６日（水）に『ジット株式会社 山梨本社』への施設見学会を予定して

います。
見学会では､使用済みインクカートリッジの選別，オリ

ジナルインクの再注入作業，出荷に向けた梱包作業等を
ご覧いただく予定です。また，今回促進員同士の意見交
換会の開催を予定しております。施設見学会の感想の共
有等，促進員同士の交流の場となればと考えております。
詳細については，同封の「施設見学会・意見交換会チ

ラシ」をご覧ください。

●出前講座の活用について
自治会や各種団体向けに「ごみ減量とリサイクル」について出前講座を行っています。市の

職員が直接皆様の会合等にお伺いし，ごみの分別や処理について説明します。地域の３Ｒ推進
に向け，ぜひ出前講座をご活用ください。

●令和５年度ポスター及び川柳の入賞作品決定について
令和５年度の「これならできるごみ減量とリサイクルポスター」及び「ちょうふエコ川柳」

の入賞作品が決定いたしました。今後，「令和６年度版調布市ごみリサイクルカレンダー」や
「ザ・リサイクル」等で掲載します。

●年末年始のごみ処理について

◆ごみ収集◆
年末年始のごみ収集は，一部，変則的な日程となります。

「調布市ごみリサイクルカレンダー（Ｐ７）及び調布市ごみアプリ等を
ご確認のうえ，収集日当日の朝８時までにお出しください。

◆粗大ごみ受付センター 042-306-7731◆
インターネット 右記QRコードから

※要事前予約。申込みのない収集・持込みは不可。
※年内の収集・持込みは12月28日（木）まで。

秋は木々が色づき，ついつい美しい景観に目をとられがちな季節ですが，

同時にごみが多く発生する時期ということをご存知ですか？
落ち葉や枯れた花などの植物由来のごみが増えるほか，食欲が増す
時期でもあり，食べ残しや，芋・栗・かぼちゃなどの果物や野菜の

皮，食品包装材などのごみが増える傾向にあります。

このようなごみの発生を抑制するためには，まずは無駄な食品（食材）を買わない，
残さず食べるなど，食品ロスを発生させないことや，マイバッグの持参や過剰な
包装を断る「リデュース」が最も大切です。
今年の秋は季節を楽しみつつ，身近な「もったいない」に目を向けてみませんか。


